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添付資料 有  無 

内  容  箕輪町郷土博物館が所蔵している大下宇陀児氏の推理小説（300 作以上）・

随筆（約 140 作）の写しを閲覧することができます。 

 

その他   ○ご利用できる時間は博物館の開館時間内です。 

○図書コーナーのみ利用の場合は無料です。 

      ○閲覧場所が狭いため、なるべく個人（少数）でお越しください。 

      ○コロナ感染防止対策（マスクの着用・手指の消毒・検温・連絡先の記入等） 

にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

箕輪町役場 郷土博物館 プレスリリース  

令和 3年 4月 20日 発信 

教育委員会 箕輪町郷土博物館 
(館長) 小池 弘郷 (担当)柴 秀毅 
電 話：０２６５－７９－４８６０ 
ＦＡＸ：０２６５－７９－４８６０ 
Ｅ‐mail：hakubutsukan@town.minowa.lg.jp 

図書コーナーの充実について 

箕輪町 

博物館では、新型コロナの収束が見通せない中にあっても、生涯学習が継続

できるように、「小規模・分散」をキーワードとした活動を実施していきま

す。その一環として、当館でしか見ることができない資料や専門書を静かに

閲覧できるよう、図書コーナーの充実を図ります（※事業全体の詳細は別紙

をご覧ください）。 

今回は、箕輪町出身の探偵作家 故・大下宇陀児氏の小説や随筆を閲覧でき

るコーナーを設置します。 



令和３年度 図書コーナーの充実について 

 

令和３年４月 箕輪町郷土博物館 

  

箕輪町郷土博物館では、新型コロナの収束が見通せない中にあっても、一人一人が自己実現のために、

教養を高め、生涯にわたって学び続けられるよう、「小規模・分散」をキーワードとした活動を実施し、

多くの皆様に今まで以上に文化に親しんでいただきたいと考えています。 

「図書コーナーの充実」では、当館でしか見ることができない唯一無二の資料や、希少な郷土資料・

専門書等を静かに閲覧できるよう、図書コーナーの充実を図り、ゆっくり・じっくり専門書等を見てい

ただくことができる場を提供します。なお、詳細については以下のとおりです。 

 

１ 利用案内 

 ○図書コーナーの利用時間は博物館の開館時間と同じ（午前９時～午後５時まで）です。 

○図書コーナーのみ利用の場合は入館料は不要です。受付でお申し出ください。 

○閲覧できる場所が狭いため、一定人数を超えた場合はご利用できないことがあります。また、なる

べく個人でご来館ください。５人以上でのご利用はできませんので、ご了承をお願いします。 

 ○ご利用される方は、コロナ感染防止対策（マスクの着用・手指の消毒・検温・連絡先の記入等）に

ご協力ください。 

 

２ 図書コーナーの内容 

（１） 大下宇陀児の小説・随筆等の閲覧 

  ○箕輪町出身で、戦前・戦後の日本の探偵小説（推理小説）界をリードした故・大下
おおした

宇陀児
う だ る

の小説・

随筆等の著書のうち、当館で所蔵している作品（コピーや復刻版）を可能な限り読むことができ

ます。なお、閲覧はできますが、貸出・複写は出来ませんので、ご了承ください。 

（２）小川守人氏寄贈資料（「箕輪の磊々」）の閲覧 

  ○郷土史家 故・小川守人氏（三日町）が書き記した、明治～昭和前半頃の箕輪のくらしに関する

貴重な資料（「箕輪の磊々」／活字化したもの）を閲覧していただくことが出来ます。なお、貸出・

複写は出来ませんので、ご了承ください。 

（３）故・河手禎氏寄贈図書の閲覧 

  ○箕輪町出身で、長年出版社に勤めながら、主に民俗関係の書籍を集め、自らも調査をされていた

故・河手禎氏が寄贈された書籍約 7,000 冊の中から、民俗・歴史などの専門書を選んで季節ご

と陳列します。なお、書籍のコピーは出来ますが、貸出はできませんのでご了承ください。 

（４）郷土資料閲覧コーナー 

  ○箕輪町や周辺市町村に関する郷土資料で、図書館などには置いていない郷土資料を閲覧していた

だくことが出来ます。なお、書籍のコピーは出来ますが、貸出はできませんのでご了承ください。 

  

※上記（１）～（４）のコーナーは、令和３年度中に随時準備していく予定ですのでご了承ください。 

なお、詳細については、その都度プレス発表等していきますので、よろしくお願いいたします。 


